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１．活動のテーマ
＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

3歳児 ２回（9⽉1回、2⽉1回）／４歳児 １回（９⽉１回）

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）
【環境】保育室内にセロファンを⽤いた壁⾯を設置したり、光の当たり⽅や影の向きを意識
して物を配置したりすることで、⽇常の中でも光や影に気付ける環境を整えた。
【素材・道具】書画カメラ(ＯＨＰ）、スクリーン、プロジェクター、懐中電灯、おもちゃ
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光と影

（テーマに関する⼦どもの興味関⼼、園の特⾊など）
本園では「夢中になって遊ぶ⼦ども〜遊びを⽀える保育者の援助と環境について〜」を令和7
年度の園内研究主題として掲げている。1歳児から5歳児までが⽣活する中で、年齢や発達に
応じて、⾃分の⾝の回りの環境に関⼼をもち、遊びに取り⼊れる姿が⾒られる。
⼦どもは⽇々の遊びや⽣活の中で、太陽の光や室内の照明、物に映る影の動きなどに気づ
き、⽴ち⽌まって⾒たり、触れたりしながら確かめようとする姿が⾒られる。園庭はない
が、室内環境や窓際の空間を通して、光や影の変化を感じ取る様⼦がうかがえる。
こうした⼦どもの興味や感覚を⼤切にし、光の当たり⽅や影の形の違いを、⽇常の保育環境
の中で無理なく味わえるようにしていきたい。⼦どもが⾃分なりに気づき、試す姿を保育者
がそばで⾒守りながら関わっていけるよう、本テーマを設定した。



４．探究活動の実践
＜活動の内容＞

＜活動中の⼦供の姿・声、⼦供同⼠や保育者との関わり＞

５．振り返り
＜振り返りによって得た先⽣の気づき＞

【②問いを考える】
保育室や公園で実際に影をつくって観察し、「これは何だろう」「どうやってできるのか
な」と問いかけながら、影への興味につながるような声掛けを⾏った。
【③環境をデザインする】
保育室にスクリーンやプロジェクター、書画カメラを設置し、おもちゃを照らして影が映し
出される環境を整えた。
【④探求活動を実践し、記録する】
⾝近な物を⽤いてスクリーンにシルエットを映し出したり、太陽の光が当たるところに物を
置いて影が出来るのを楽しむ活動を⾏う。
⼦どもの取り組む様⼦を写真に収めたり、⾔葉や表情などをメモして、振り返りの際に活⽤
できるようにした。
【⑤振り返る・共有する】
⾏った⽇中にクラス担任、主任、施設⻑等の保育者同⼠で感じたことや気づきを振り返った
り、写真を⾒て「どう感じていたか」などを⼦どもの⽬線に⽴って考えてみたりして振り返
りを⾏った。話し合ったことをもとにすくわく会議で内容を周知した。

（活動の内容、活動中⾒られた⼦どもの姿、保育者との関わり等）
太陽の光でできた影が伸びて⾒えることに気付き、「変な形〜」と⾔いながら関わる様⼦が
⾒られた。そこから「⻑くつなげたらもっと伸びるかも」と考え、ブロックを⻑く組み⽴て
て影の変化を確かめる姿もあった。
また、スクリーンに映し出された物の影（シルエット）を⾒て、形から何かを想像して答え
る⼦もいた。「なんで真っ⿊なんだろう」と影の⾊に疑問をもつ⼦もおり、影の不思議さに
触れながら関わる様⼦がうかがえた。

活動の様⼦が分かる写真 2枚以上を貼付してください。
（HPなどで公開する可能性がありますので、公開可能なものを使⽤ください。）

ステンドグラスに当たる光の様⼦に関⼼をもっていた姿から、影にも触れられるよう計画し
活動を⾏った。光の当たり⽅や物の置き⽅によって影の形が変わることに気付き、驚いた
り、「こんな影ができるかもしれない」と考えながら試してみたりする姿が⾒られた。⼦ど
もたちの興味や関⼼をもとに活動を展開することで、関わりが広がっていくことを感じた。


